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詑

農
政
上
よ
り
見
た
る
家
庭
制
度

四
O
凡

苑

第
二
十
一
魯

(
第
三
税
一
一
O
)

日記z-z固

安己

農
政
上
よ
り
見
れ
る
家
産
制
度

人

木

芳

之

助

第

緒

t 

I=l 

今
日
の
絞
憐
回
押
を
支
配
す
る
も
の
は
、
所
調
自
由
主
義
的
原
則
で
ゐ
っ
て
、
法
律
上
に
於

τは
自
由
契
約
の
原

則
が
一
般
に
認
め
ら
れ
、
締
楠
胴
上
に
於
て
は
自
由
競
等
が
経
済
的
活
動
の
本
則
を
な
し
て
ゐ
る
。
従
て
土
地
彪
分

に
就
「
し
は
、
何
れ
い
の
固
に
於

τも
所
有
機
者
の
自
由
意
思
に
委
V

す
を
以
て
原
則
正
し
て
ゐ
る
。
惟
ふ
に
土
地
怠

有
財
産
制
度
が
、
土
地
に
投
喰
ら
れ
た
る
佃
人
的
労
働
の
結
山
本
を
確
貨
に
牧
得
す
る
雄
利
を
意
味
す
る
限
h
に
於

て
は
、
新
制
度
は
拘
に
よ
〈
土
地
耕
作
の
進
歩
を
粛
し
、
農
民
の
幸
一
一
臓
を
増
進
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
併
乍
ら
其

の
反
面
に
於
て
、
新
制
度
は
土
地
の
商
品
化
を
促
L
、
土
地
所
有
機
の
移
動
を
容
易
な
ら
し
め
、
土
地
を
し
て
償

務
及
び
投
機
の
目
的
物
た
ら
し
む
る
に
至
つ
わ
ん
。
共
の
結
果
一
面
に
於
て
は
、
土
地
袋
併
の
傾
向
が
現
は
れ
、
従

来
の
自
作
農
地
七

b
Lも
の
が
、
資
本
カ
大
な
る
大
地
主
に
併
呑
き
る
、
さ
共
仁
、
他
而
に
於
て
は
、
極
端
な
る

土
地
の
分
裂
が
行
は
れ
、
骨
岬
め
仁
一
家
の
農
地
は
家
族
の
生
計
を
支
持
L
得
ぎ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に



元
来
土
地
な
る
も
の
は
、
鴎
民
及
び
岡
家
生
活
山
り
主
要
な
る
尿
素
な
る
を
以
て
、
無
制
限
な
る
流
通
の
目
的
物
ご

な
す
を
待
な
い
の
で
あ
る
Q

従

τ土
地
自
由
彪
分
に
し
て
甚
行
し
き
弊
害
を
隠
す
場
合
に
於
て
は
、
国
家
は
通
蛍

な
る
土
地
政
策
を
樹
立
し

τ、
会
共
の
踊
利
を
保
障
す
ぺ
き
で
あ
る
o

此
の
意
義
に
於
て
自
作
農
を
保
護
し
・
之

を
維
持
す
る
方
策
ご
し
て
家
産
制
度
が
問
題
ピ
な
る
の
で
あ
る
。
叉
岡
家
が
庚
大
な
る
範
囲
に
一
旦
る
自
作
曲
居
創
定

事
業
を
行
ム
場
合
に
於

τも
・
新
に
創
定
自
れ
た
自
作
曲
民
が
元
の
小
作
農
に
逆
戻
h
す
る
を
防
「
方
策
ご
し

τ

も
、
家
産
法
が
問
題
ご
な
る
。

家
産
制
度
は
後
に
越
ぷ
る
が
如
〈
、
北
米
合
衆
国
に
於
て
初
め
て
採
用
き
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
住
家
並
に
一

定
而
積
の
農
地
を
特
別
財
産
ご
し
て
準
記
せ
し
め
、
侠
機
者
の
追
訴
外
に
泣
き
、
以
て
自
作
農
民
を
保
護
せ
ん
ぜ

す
る
も
の
で
ゐ
品
。
同
闘
に
於
付
る
家
産
制
度
に
就
て
の
構
成
者
た
る
タ
ェ
プ
亦
ス
は
、
家
産
を
定
義

L
τ
日

〈
、
中
部
産
ご
は
法
令
が
規
定
す
る
如
(
、
家
族
に
依
て
不
可
侵
的
に
居
住
せ
ら
れ
、
差
押
を
兎
除
さ
れ
、
且
つ
譲

渡
を
制
限
さ
る
、
家
族
の
居
住
地
で
あ
る
ご
。
思
ふ
に
此
等
の
一
周
性
の
多
数
は
、
土
地
が
家
康
ご
し
て
承
認
さ
る

、
保
件
で
あ
っ
て
、
家
産
の
主
要
特
徴
は
差
抑
の
兎
除
で
あ
る
o

一
九

O
九
年
の
仰
蘭
画
家
産
法
第
一
僚
も
、
家

産
正
は
家
族
の
た
め
依
機
者
の
差
押
を
免
除
さ
る
、
財
産
で
あ
る
ご
定
義
し

τゐ
る
。
斯
〈
家
康
制
度
は
、
一
家

の
位
宅
及
び
農
地
を
し

τ偵
機
者
的
追
訴
外
に
泣
か
ん
芭
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
諸
国
に
於
け
る
家
産
法
の
円
的

如
何
に
よ

b
・
或
い
家
産
設
定
前

ω負
債
に
濁
L
て
其
の
差
抑
を
免
除
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
叉
家
産
設
定
以
後

の
負
債
に
劉

L
て
の
み
差
押
を
品
目
除
す
る
場
合
も
ゐ
る
。
叉
躍
に
掛
入
信
用
に
艶
[
て
の
み
差
押
を
免
除
す
る
場

合
も
あ
り
、
有
ゆ
る
械
類

ω負
債
に
製
し
て
差
押
を
兎
除
す
る
場
合
も
あ
る
o

更
に
{
水
産
の
差
抑
を
禁
十
る
に
止

詑

苑

農
政
上
よ
り
且
た
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家
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制
此
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第
三
根
一
一
ニ
)

詑

第
二
十
一
巻

凹

O 

盛
政
上
よ
り
見
た
る
家
産
制
度

ら
字
、
家
庭
の
譲
渡
及
び
責
却
に
も
制
限
を
加
へ
、
家
産
の
負
債
に
濁
し
て
も
一
定
の
制
限
を
加
ふ
る
も
の
も
あ

っ
て
、
其
の
規
定
は
、
諸
国
に
於
て
多
少
契
っ
て
ゐ
る
G

併
し
家
産
制
度
の
特
徴
?
な
す
差
押
見
除
の
保
護
は
、
従
来
各
闘
の
法
律
に
依
て
多
少
認
め
ら
れ
た
る
倒
人
的

の
生
活
の
最
少
限
度
(
同
×
一
号
ロ
N
E
E
自
己
自
)
の
保
全
を
家
族
的
に
健
張
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
o
各
困
に
於
け
る

債
務
法
の
後
謹
を
史
的
に
考
察
す
る
仁
、
凡
て
の
図
民
に
於

τ殆
ん
ど
同
一

ω現
象
を
一
不
し
て
ゐ
る
。
先
づ
経
済

的
資
迭
の
最
も
低
き
階
段
に
於
て
は
、
作
間
務
者
の
人
身
す
ら
筏
牧
す
る
が
如
き
極
め
て
厳
格
な
る
偵
務
法
が
行
は

れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
北
(
り
後
漸
失
緩
和
さ
れ
て
、
償
帥
僻
者

ω差
押
を
債
務
者
の
動
産
及
び
不
動
産
に
限
る
仁
至
っ

た
。
真
に
債
務
者
の
必
要
な
る
生
活
品
及
び
拙
労
働
要
具
を
[
て
偵
機
者
の
差
押
を
免
除
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
か

イ
債
務
泌
が
次
第
に
緩
和
さ
れ
た
る
は
、
僚
機
者
の
差
押
椎
は
、
何
人
に
も
其
の
経
済
的
設
に
枇
曾
的
生
存
を
全

然
破
壊
可
べ
き
も
の
で
は
な
〈
、
叉
偵
構
#
唱
の
騨
卒
な
る
業
抑
が
、
債
値
ゐ
る
勢
働
の
自
鱒
縫
続
を
脅
や
か
す
場

合
に
は
，
此
の
差
押
擁
に
一
定
的
限
度
?
と
設
〈
べ
き
も
の
な
h
J
Z
の
思
想
に
基
〈
も
の
で
あ
る
o

此
の
債
務
者
の

長
小
限
度
の
生
活
を
保
障
ず
る
こ
ご
は
、
阪
に
経
馬
法
及
び
カ
y

ノ
ン
訟
に
依
h
、
所
諮
活
費
の
恩
典
(
『
3
0
2
・

2
自
の
O
日目)止めロ管内
)
Z
L
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
o
勿
論
炉
、
る
恩
典
は
有
ゆ
る
債
務
者
に
奥
へ
ら
る
、
も
の
で
は

な
〈
、
限
定
さ
れ
た
る
債
務
者
に
山
、
へ
ら
る
、
に
過
ぎ
な
い
ー
の
で
あ
っ
て
、
叉
立
法

ω厳
格
な
る
倒
人
主
義
的
見

解
よ

b
L
τ
依
務
者
自
身
を
保
護
f
る
の
み
で
あ
っ
て
、
家
族
を
顧
慮
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
叉
近
世
の
多
数

の
立
法
、
殊
仁
岬
帥
繭
西
り
法
律
は
官
史
、
軍
人
及
び
其
の
遺
族
の
俸
給
及
び
恩
給
仁
闘
す
る
差
押
を
制
限
し

τゐ

る
。
真
に
同
国
民
法
第
一
八
九
一
候

u
一
定
僚
件
の
下
仁
於
て
養
老
年
金
に
劃
f

差
押
を
免
除
L
、
同
国
民
事
訴

Bllchcnberger， Agrar前esenund Agrarpo1はik.Bd. Il. S. 275・3) 



剖
開
法
第
五
人
一
一
傑
は
遺
産
に
闘
し
一
定
の
差
押
免
除
を
認
め

τゐ
る
o

凡
て
此
等
の
法
律
は
債
務
者
の
生
活
に
必

要
な
る
最
小
限
の
所
得
を
兎
除
せ
ん
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
夏
に
各
国
の
立
法
は
債
務
者
の
生
産
カ
伝
保
護
せ
ん

が
た
め
に
、
勢
働
用
具
を
し
て
差
押
を
見
除
せ
し
め
.
以
て
各
個
人
の
職
業
の
縫
績
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。

例
K
ば
一
七
人
一
年
の
填
太
利
の
裁
判
所
法
第
三
四

O
保
及
び
凋
逸
欝
民
事
訴
訟
法
第
七
一
五
僚
の
如
き
で
あ

る
o

此
等
の
規
定
に
依
て
、
生
活
に
必
要
快
〈
ぺ
か
ら
古
る
最
低
限
度
の
牧
入
.
設
に
職
業
の
紙
績
に
必
要
紋
〈

べ
か
ら
古
る
用
具
(
農
民
に
在
て
は
必
要
な
る
農
具
、
積
子
、
家
畜
等
)
に
劃
し
て
差
押
を
免
除
す
る
の
み
に
て

は
、
農
民
並
に
農
業
抑
制
傍
保
護
の
見
地
か

ιす
れ
ば
、
甚
に
不
充
分
で
あ
る
。
農
民
仁

E
b
て
は
農
地
自
飽
も
亦

必
要
快
〈
「
、
か
ら
F
る
器
具
で
あ
る
。

ス
タ
イ

y
の
一
五
ふ
如
〈
、
小
農
地
又
は
中
農
地
に
就
て
考
ふ
る
な
ら
ば
、

か
、
る
農
地
は
本
来
一
の
器
艮
に
過
ぎ

F
る
も

ωで
あ
っ
て
、
之
に
依
て
農
民
及
び
其
の
家
族
が
其

ω勢
力
を
有

効
に
利
用
し
、
叉
之
に
依
て
彼
等
は
生
活
に
必
要
な
る
牧
入
を
奉
げ
得
る
手
段
で
あ
る
。
従
て
峠
労
働
用
具
に
劃
す

る
正
岡
慌
に
、
農
地
に
謝
し
て
も
、
債
権
者

ω差
押
を
兎
除
す
べ
き
充
分
な
る
理
向
が
あ
る
。
農
地
所
布
者
の
差

押
品
目
除
の
特
植
は
、
阪
存
の
法
律
り
完
成
に
し
E
、
枇
曾
的
並
に
経
済
的
配
慮
よ
り
し
て
充
分
正
首
級
き
る
、
も

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
家
産

ω一
差
押
免
除
の
特
棋
は
従
来
諸
国
の
法
律
に
依

τ多
少
認
め
ら
れ
た
る
生
活
最
小
限

度
の
鏑
張
で
ゐ
っ
て
、
北
米
の
家
産
品
院
は
債
務
者
の
生
産
力
を
保
障
す
る
た
め
に
、
土
地
を
勢
働
用
具

Z
看
倣

L
・
之
を
差
押
へ
得
5
5
財
産
中
に
加
ふ
る
こ
ど
仁
よ
っ
て
生
活

ω最
小
限
度
を
繍
張
せ
る
も
の
で
あ
る
。

新
〈
の
如
〈
家
産
制
度
は
住
家
並
に
一
定
の
農
地
を
L
て
債
権
者
の
追
訴
外
に
寵
き
、
以
て
自
作
農
民
を
維
持

せ
ん
E
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
L
新
制
度
が
保
護
す
る
所

ωも
の
は
、
常
に
ダ
グ
キ
ッ
ド
の
所
謂
勢
働
的
所
有

第
二
十
一
審

{
第
=
一
蹴
一
一
三
)

詑

苑

盛
政
上
よ
り
且
た
る
家
産
制
度
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第
三
騨
一
一
回
)

第
二
十
一
巻

四

設

苑

農
政
上
よ
り
且
た
る
家
産
制
度

此
の
勅
に
於

τ、
所
調
貴
族
的
所
有
(
国
内
口

go町
自
Z
B
)
を
保
護
せ
ん
ご
す
る

(
〉
円
宮
町
宮
内
{
山
町
内
民
ロ
ヨ
)
で
あ
っ
て
、

此
の
意
義
に
於

τ家
産
制
度
は
努
働
的
所
有
を
保

在
来
の
世
襲
財
産
(
】
付
庄
内
F
o
E
E
E
)
Z
匝
別
す
ぺ
き
で
あ
る
。

議
す
る
枇
曾
政
策
正
云
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。

儀
後

余
は
諸
闘
の
家
産
制
度
が
如
何
な
る
動
機
よ
り
費
生
L
、
如
何
な
る
効
果
を
及
ぼ
し
た
る
や
を
考
究
し
、

に
家
康
制
度
に
就

τ批
評
し
ゃ
う
ご
思
ふ
。

穿4

北
米
合
衆
園
の
家
産
制
度

北
米
合
衆
国
に
於
て
は
・
減
産
法
の
蹴
念
の
下
じ
、
必
宇
L
も
相
互
に
緊
密
な
る
閲
係
を
有
せ
，
さ
る
こ
法
制
を
概

括
L
て
ゐ
る
。
一
は
一
入
六
二
年
五
月
二

O
日
の
合
衆
岡
山
・
採
康
法
(
C
E胃

ι印
E
百
回
。
自
由
昨
日

ι
F
Z
に
し

τ、

他
は
各
州
り
家
出
血
見
除
法
「
出
。
目
立
。
包
自
且
]
目
見
自
主
。
ロ

E
S
)
で
ゐ
る
。
前
者
は
合
衆
閥
政
府
が
一
定
の
僚

件
山
下
に
於
工
、
禾
懇

ω凶
行
地
を
移
民
者
に
酬
明
ひ
下
「
る
制
度
で
あ
っ
て
、
後
者
は
家
族
的
住
回
附
す
る
家
屋
、

之
ド
品
附
随
す
る
一
定

ω生
地
及
び
あ
る
純

ω動
車
院
を
債
航
者
の
追
訴
外
に
置
き
、
以
て
定
住
農
民
皆
保
護
せ
ん

z

f
る
制
度
で
ゐ
る
。
従
て
本
来
の
家
康
制
度
ご
し
て
興
味
ゐ
る
は
、
各
川
山
家
康
免
除
法
で
ゐ
る
が
、
務
も
す
れ

ば
此
の
雨
制
度
は
保
同
苫
る
、
成
あ
る
を
以
て
、
家
産
制
度
研
究
上
此
の
同
制
度
を
股
訟
に
阪
別
す
る
を
要
す

る
o

現
に
此

ω嗣
一
制
度
を
混
同
す
る
こ
正
は
、
歴
史
的
事
質
ご
し
て
存
在
せ
!
所
で
句
。
。
欧
洲
初
期

ω家
志
向
運

動
に
劃
し
て
重
大
な
る
刺
戟
を
奥
へ
た
る
北
米

ω・
家
産
法
に
閲
す
る
第
一
一
り
報
告
は
、
右

ω嗣
制
撲
世
羽
田
岡
L
て

鱒
へ
犯
の
で
め
っ
た
o

常
時
欧
洲
大
悩
に
於
て
は
、
農
業
恐
慌
が
勃
畿
L
て
、
官
同
人
が
北
米
を
注
目
す
る
に
至

BeT1in Wirtschafisgesetze. Ht"imstatten. und andere R 

I凶8回8匂3 を椅す。
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b
、
新
大
陸

ω経
棋
倒
的
資
力
は
主
己
し
て
家
康
法
(
各
州
の
家
康
法
)
に
依
て
創
定
維
持
さ
れ
た
る
多
数
の
自
作
農

に
基
(
も
の
ご
信
守
ら
れ
に
。
此
の
新
農
業
特
殊
法
の
擁
識
者
の
著
書
は
‘
比
の
立
法
り
成
功
十
一
皐
げ
、
欧
洲
諸

国
も
之
に
倣
仏
ん
こ
正
金
推
奨
し
て
ゐ
る
。
欧
洲
各
岡

ω農
業
が
新
大
陸
の
競
守
に
よ
っ
て
其

ω存
在
を
脅
や
か

さ
れ
、
農
民
階
級
が
府
民
落
ず
る
や
う
脅
や
か
き
る
、
時
代
に
於
て
、
世
人
は
此

ω北
米
山
家
産
法
の
品
目
見
を
以

t

x来
の
編
一
昔
正
戚
C
た
。
併
し
彼
等
は
北
米
に
於
げ
る
自
作
農
民

ω増
加
り
み
を
見
て
、
深
〈
比

ω品
目
生
原
凶
を

尋
ね
な
か
っ
た
。
然
る
に
此
の
自
作
農
の
増
加
は
、
欧
洲
に
於
て
嘗
附
理
解
さ
れ
、
希
盟
き
れ
た
る
が
如
き
家
産

法
(
各
州
の
家
産
訟
)
り
粘
旧
南
に
ゐ
ら
や

L
て
、
家
産
な
る
名
相
酬
の
下
仁
於
け
る
合
衆
閥
的
杭
民
活
動
の
結
果
で
あ

っ
た
。
き
れ
ば
ジ
ヨ
ヲ
ノ
タ
イ
ツ
チ
は
、
若

L
蛍
時
に
於
て
北
米

ω家
庭
制
度
に
就
て
正
確
な
る
理
解
が
行
は
れ

た
ご
す
る
な
ら
ば
、
欧
洲
初
期
の
家
産
運
動
は
全
(
回
時
れ
る
経
過
を
取
る
に
至
っ
た
で
あ
ら
う
正
さ
へ
断
言
一
L
τ

ゐ
る
o

叉
グ
U
F

ン
イ
戸
グ
に
よ
る
も
、
北
米
じ
於
げ
る
家
産
法

ω私
経
済
的
正
に
圃
民
経
済
的
効
刑
事
に
就
て
は
、

永
ら
〈
の
間
欧
洲
に
於
て
過
大
秘
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
は
一
方
に
於

τは
家
産
法
の
効
巣
に
閲
す
る
マ
イ
ヤ

ー
の
誇
張
的
叙
述
に
も
よ
る
が
、
叉
他
方
に
於
て
は
一
八
六
二
年
の
合
衆
凶
の
家
産
法
正
各
州
の
家
産
法
正
が
屡

々
混
同
さ
れ
た
結
巣
に
基
〈
も
の
で
あ
る
ご
回
従
て
か
、
る
混
同
及
び
誤
解
を
避
〈
る
た
め
、
議
に
は
右
の
雨
制

度
を
別
個
に
取
扱
ふ
こ
古
、
す
る
。

北
米
合
衆
園
の
家
産
法

-
指
草
。
北
米
合
衆
閣
は
獅
立
宣
言
後
約
五
十
年
間
は
倒
街
地
投
下
に
閉
し
て
は
、
主
己
'
し
て
国
応
般
入
を
得

苑

設

農
政
上
よ
り
見
た
る
家
産
耐
度

第
二
十
一
巻

(
倖
コ
一
腕
一
一
任
)

1
9
1
1
1
j
l
 四

fur 
JO¥¥川lO¥¥-itsch，a. a. O. S. 5. 
Griinberg， Heimstattenrechts-Destrebung in F旧 nkreich. (Archiv 
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農
政
上
上
り
且
た
る
家
席
制
度

(
第
三
税
一
一
六

阿

凹

体
二
十
」
容

話

苑

る
の
円
的
セ
以
て
之
を
行
ふ
た
。
従
t
蛍
附
の
ル
北
米
政
治
家
は
西
部
の
未
墾
岡
有
地
を
川
副
て
、
政
府
の
経
常
費
支

出
放
に
凶
伎
の
償
越
に
謝
し
て
、
直
ち
に
現
金
に
換
煩
1
得
る
倒
産
ご
右
倣
し

τゐ
た
凶
此
の
闘
有
地
を
岡
山
山
牧

入
の
財
源
た
ら
し
め
ん
ご
の
希
望
は
、
大
地
域

ω土
地
梯
下
を
惹
越
せ
し
め
た
。
一
七
人
五
年
五
月
ニ

O
日
の
法

令
仁
基
き
測
量
さ
れ
た
る
土
地
は
、
六
四

O
ェ
1
カ
の
而
積
を
有
す
る
地
域
の
ゴ
一
十
六
個
よ
り
な
る
康
大
な
る
土

地
を
一
指
し
て
抑
下
げ
花
。
而
し
て
一

471
カ
営
b
の
伺
格
は
一
弗
以
上
正
決
定
さ
れ
た
。

一
七
九
六
年
五
月

入
日
の
法
律
を
以
て
、
今
日
の
オ
ρ

イ
オ
地
方
に
於
て
行
は
れ
た
る
土
地
測
量
仁
於
て
は
、
六
四

O
ェ
1
カ
の
地

域
内
八
例
よ
ち
な
る
土
地
を
一
エ

1
カ
賞
h
ニ
沸
以
上
の
償
絡
を
以
て
交
付
し
た
o

か
、
る
士
地
の
競
買
に
は
資

カ
乏
L
き
移
民
者
が
参
加
す
る
は
事
質
上
不
可
能
で
あ
っ
穴
。
其
の
級
国
有
地
榔
下
欄
格
正
抑
下
両
政
ご
は
断
次

低
下
さ
れ
た
る
も
、
斯
る
掛
下
は
資
本
家
に
有
利
で
あ
っ
て
、
従

τ土
地
投
機
を
促
す
じ
歪
つ
花
。
か
、
る
抑
下

方
法
を
感
化

Lτ
、
資
カ
乏
し
き
移
民
者
の
土
地
獲
得
を
容
易
な
ら

L
む
る
政
策
が
初
め
て
樹
立
さ
れ
た
る
は
d

ャ

p
y
ン
大
統
筒
(
一
八
二
九
年

l
三
七
年
在
職
)
の
功
績
で
あ
る
o

彼
は
岡
有
地
政
策
に
就
て
宣
言
し
て
臼
〈
、

閥
有
地
の
迅
速
な
る
植
民
は
、
合
衆
闘
の
具
の
刺
盆
た
る
は
疑
を
察
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
人
民
は
一
周
の
富
で
あ

り
カ
で
ゐ
る
。
然
か
も
人
民
の
優
良
な
る
部
品
川
は
土
地
耕
作
岩
で
あ
る
。
掴
判
立
農
民
は
闘
民
の
基
礎
で
あ
っ
て
、

自
由
に
謝
す
る
臭
の
味
方
で
あ
る
。
従
て
吾
人

ω
採
る
べ
き
王
嘗
な
る
政
策
は
、
闘
有
地
を
し
て
闘
庫
枚
入
の
源

泉
た
ら
し
む
る
こ
ご
を
出
来
得
る
限
h
惑
に
廓
止
し
て
、
岡
有
地
の
一
定
而
積
を
植
民
者
に
、
土
地
測
量
費
用
を

償
ふ
に
足
る
債
格
を
以
て
交
什
す
る
に
在
る
ピ
。
炉
、
る
目
的
を
以
て
先
買
法
(
望
日
自
主
S
R
C
が
一
八
三
O

年
五
月
二
九
日
に
後
有
さ
れ
た
。
此
の
法
律
の
施
行
期
間
は
一
ヶ
年
で
ゐ
っ
た
が
、
共
の
適
用
が
屡
々
延
期
さ
れ

Donaldson， The Public Domain. p. 196 11) 



一
八
四
一
年
九
月
四
日
以
後
地
の
先
買
法
は
磁
定
さ
れ
、
僅
か
な
る
改
正
を
以
て
一
八
九
一
年
迄
質
施
さ
れ
た
。

此
の
法
律
に
よ
れ
ば
合
衆
闘
の
会
民
、
及
び
R

公
民
た
ら
ん

Z
す
る
意
思
を
合
法
的
に
表
示
せ
る
者
は
、
闘
有
地
が

競
寅
古
る
、
に
先
っ
て
、
四

O
乃
歪
一
六

O
ェ
1
カ
の
土
地
を
蛍
時
の
最
小
園
田
格
を
以

τ先
貿

L
得
る
も
の
で
あ

る
。
併
し
同
時
に
此
の
先
買
法
の
恩
典
に
治
せ
ん
ピ
す
る
者
は
、
阪
に
他
地
方
に
於

τ三
こ

O
ェ
1
カ
以
上
の
土

地
を
所
有
せ
ま
る
を
要
L
、
此
の
先
買
法
に
依

τ得
た
る
土
地
を
後
に
責
却
す
る
投
機
的
意
思
を
有
せ
ぎ
晶
旨
を

宣
誓
す
る
を
要
川
し
た
。
而
Lτ
六
ヶ
月
間
其
の
土
地
の
改
良
に
従
事
す
る
に
よ
っ
て
、
我
の
所
有
機
が
奥
へ
ら
る

る
も
の
で
め
る

w
vナ
U
F

ド
ソ
ン
は
此
の
先
貿
法
を
評
し
て
日
〈
、
先
貝
制
度
は
植
民
者

ω必
要
ド
基
γ
て
、
叉

公
有
地
賞
却
又
は
並
(
他
の
廃
品
川
に
闘
す
る
計
査
の
五
十
七
年
以
上
の
経
験
に
基
い
て
費
生
せ
る
も
の
で
あ
る
。
闘

庫
収
入
を
得
ん
が
潟
め
に
国
有
地
を
貨
却
す
る
の
思
想
は
飯
に
鋤
乗
せ
ら
れ
、
家
族
の
矯
め
に
慮
品
川
す
る
の
計
査

が
之
に
代
る
に
歪
つ
花
。
先
買
制
度
は
法
律
、
経
験
、
行
政
命
令
、
及
び
裁
判
所
解
稗
の
結
果
で
め
っ
た
。
此

ω

制
度
は
多
様
な
る
形
態
で
ゐ
h
，
、
特
殊
地
方
に
は
特
殊
の
法
令
を
以
て
適
用
さ
れ
、
叉
特
殊
な
る
構
成
を
以
て
適

用
さ
れ
た
る
も
、
併
し
常
に
今
日
に
至
る
も
(
一
入
入

O
年
)
向
英
の
移
民
定
住
法
の
蔚
芽
を
合
ん
で
ゐ
る
。
此

ω

制
度
の
下
仁
於
て
幾
千
の
家
庭
が
澗
設
さ
れ
、
土
地
を
生
産
的
な
ら
し
め
、
農
民
の
牧
盆
を
増
加
せ
し
め
、
従
て

圃
民
の
資
協
を
増
加
せ

L
め
た
芭
。

斯
〈
の
如
〈
此
の
先
民
法
は
、
一
面
仁
於
て
資
力
乏
し
き
移
民
者
の
土
地
獲
得
を
容
易
な
ら
し
め
た
る
が
、
他

方
土
地
投
機
は
此

ω法
律
に
依

τ排
除
さ
る
、
ド
歪
ら
な
か
っ
た
。
未
に
占
有
吉
れ
守
、
従

τ先
民
法

ω趨
附
を

彼
ら

S
る
土
地
が
倫
成
大
に
し
て
、
従
て
商
人
は
帰
京
の
地
問
問
勝
良
を
見
越
し
て
国
有
地
を
購
入
し
た
。
骨
同
時
に

(
第
三
腕
一
一
七
)

E可

ヨT

Lit 

苑

良
政
上
上
リ
且
た
る
家
産
制
止

第
二
十
一
容

h
t
!
h
-

Sering， Die 1 
und Zul{、【u山n宜n、1ft. Leipzi.g I自87.S. 11 I-lIS. 
Donaldson. Thc public DOIU<，un. p. :215・
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目立

苑

鹿
政
上

k
p且
た
る
家
産
制
度

第
ニ
十
一
審

(
第
三
部

;， 
) 

四
一
六

於
け
る
土
地
局
の
不
完
全
な
る
組
織
ご
先
民
法
の
不
完
全
な
る
規
定
吉
は
、
土
地
投
機
者
の
詐
偽
的
行
震
を
充
分

防
止
す
る
を
得
な
か
っ
た
。
殊
に
ジ
ヤ
ク

y
ン
大
統
領
が
主
股
せ
る
所
の
閥
有
地
を
楠
民
者
ド
無
償
に
て
交
付
す

る
の
原
則
は
、
此
の
先
買
法
に
磁
て
賞
現
山
口
れ
な
か
っ
た
。
移
民
者
以
未
聞
の
原
野
に
於

τ、
放
刷
酬
を
開
拓
す
る

に
代
債
を
支
梯
ふ
べ
き
を
不
賞
百
考
へ
た
引
揚
〈

τ前
世
紀
の
四
十
年
代
以
来
土
地
改
革
蓬
動
が
勃
興
す
る
に
宝

っ
た
o

此
等
の
土
地
改
草
運
動
者
会
Z

F

2
凶

O
M
-
U
O
B
2
2
Z
)
は
主
張
仁
て
日

f
、
会
衆
閣
の
土
地
は
人
民
に

麗

L
て
ゐ
る
。
従
て
自
由
に
各
倒
人
仁
資
却
す
べ
き
で
な
(
、
叉
法
人
に
も
譲
興
す
べ
き
で
は
な
い
。
事
み
一
抑
聖

な
る
委
託
物
ご
し
て
人
民
の
明
盆
の
党
的
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。
而

Lτ
一
定
分
量
の
土
地
を
無
料
に

τ、
移
住

者
仁
交
付
す
べ
き
で
あ
る
ご
。
此
の
意
義
仁
於
て
ホ
レ
ィ
ー
、
グ

p
l
レ
イ
氏
は
一
人
四
人
年
一
二
月
一
一
一
日
に

初
め
て
議
曾
に
、
土
地
宇
所
有
せ

g
る
移
住
者
に
四
O
ェ
l
カ
を
無
償
に
て
交
付
す
べ
き
法
案
を
提
出

t
、
其
の

後
引
鋭
い
て
同
，
札
制
な
る
法
案
が
提
出
百
れ
た
る
も
通
過
す
る
に
歪
ら
な
か
っ
た
o

か
、
る
法
案
に
劃
し
て
主

E
L

て
反
卦
せ
る
は
奴
裁
を
使
役
す
る
南
部
諸
州
の
大
地
主
に
し
て
、
彼
等
は
解
放
さ
る
〉
奴
隷
が
無
償
に
て
土
地
を

交
付
古
る
、
暁
仁
は
、
自
己
の
経
畿
が
荒
臨
調
に
蹄
せ
ん
こ
ご
を
恐
れ
た
の
で
あ
う
た
。
南
部
及
び
北
部
請
州
は
此

の
問
題
に
就

τ、
甚
に
し
(
利
害
関
係
を
同
時
に
し
た
。
一
八
六

O
年
に
家
産
法
案
は
雨
院
を
通
過
せ
る
も
、
プ
カ

ナ
ン
大
統
簡
は
之
を
恒
否
じ
い
1

0

遂
に
南
北
戦
宇
中
家
産
法
は
一
入
六
二
年
五
月
二

O
日
時
ン
カ

1
v
大
統
領
に

依
て
裁
可
古
品
、
に
至
っ
た
引

げ
一
八
穴
=
年
の
合
衆
悶
家
庭
迭
反
び
昆
の
後
の
改
正
。
此
山
り
家
康
法

ω内
容
は
大
健
在
の
如
ぐ
で
あ
る
。
一

家
の
長
た
る
者
、
火
岡
市
民
じ

L
て
二
十
一
践
に
逮
せ
る
者
、
師
化
法
に
漉
て
米
岡
市
民
た
ら
ん
ぜ
宣
言
せ
る

t 
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者
、
叉
二
十
一
歳
以
下
な
る
も
陸
海
軍
々
人
正

L
て
四
十
日
以
上
質
戟
に
品
開
会
加
せ
る
者
は
ん

O
子
1
カ
乃
一
割
一
六

O
且

1
ヵ
の
国
有
地
の
交
付
を
受
〈
る
機
能
が
あ
る
o
品

mμ
ど
も
合
衆
国
の
傾
土
内
に
於
て
阪
に
一
ム
ハ

O
子
1
カ

以
上
の
土
地
を
所
併
す
る
者
は
、
本
法
規
定
の
閥
有
地
椀
下
を
出
願
す
る
を
待
な
い
。
叉
政
府
は
岡
有
地
の
詐
備

的
柳
下
を
防
止
せ
ん
か
鋳
め
に
、
閥
有
地
柳
下
山
願
者
は
、
所
特
の
土
地
官
聴
に
左
の
事
項
に
就
て
宮
話
せ
し
h
u

る
ニ
正
、

L
て
ゐ
る
o
郎
ち
山
願
者
は
川
上
越
の
出
関
資
絡
め
る
こ
古
。
ロ
梯
下
は
自
己
の
利
盆
の
た
め
出
願
す

る
も
の
で
あ
っ

τ、
直
接
又
は
間
接
他
人
の
利
盆
の
た
め
に
せ
ざ
る
こ
官
。
，
ρ

梯
下
地
に
白
か
ら
居
住
L
、
之
を

耕
作
す
る
意
思
あ
る
こ
ど
等
で
あ
る
。
か
〈
て
柳
下
を
受
り
た
る
土
地
は
、
其
の
後
五
ゲ
年
間
引
絞
き
閲
懇
耕
作

し
、
且
一
つ
之
に
居
住
し
、
又
右
の
期
間
中
、
率
校
、
数
曾
又
は
錬
遊
敷
設
以
外
の
目
的
の
た
め
、
榔
下
地
の
一
部

分
を
譲
被
或
却
せ
ぎ
り
し
こ
E
を
認
め
ら
れ
た
る
者
は
、
小
額
の
手
数
料
を
納
付
す
れ
ば
、
特
許
紋
(
司
且
自
時
)
が

下
付
せ
ら
れ
、
完
全
な
る
所
有
様
が
健
保
さ
れ
る
o

但
し
右
五
グ
年
の
期
間
中
六
ゲ
月
以
上
、
事
費
上
共
の
土
地

を
去

b
、
叉
は
佐
居
を
移
鞠
せ
る
者
は
、
特
許
駅
下
付
権
を
失
ふ
の
で
あ
る
o

右
の
特
許
紋
下
付
以
前
に
出
願
者

が
死
己
せ
る
場
合
に
は
、
其
の
未
む
人
が
様
利
を
織
承
す
る
o

若
し
末
広
人
の
居
ら
な
い
場
合
に
は
、
出
願
者
の

相
続
人
が
権
利
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
移
住
者
佐
保
護
せ
ん
が
清
め
、
特
許
紋
下
付
以
前
に
契
約
せ
る
債

務
に
謝
し
て
は
、
交
付
地
は
差
抑
を
見
除
き
れ
る
f

E
、
な
っ
て
ゐ
る
。

-
此
の
家
産
法
の
目
的
ピ
す
る
所
は
、
異

ω移
民
者
を
L
て
一
定
の
土
地
獲
得
を
容
易
な
ら
し
め
、
中
小
農
民
を

増
加
せ

L
U
る
己
岡
崎
に
、
土
地
投
機
者
に
よ
る
岡
有
地
梯
下
を
防
止
す
毛
に
在
っ
た
。
ド
ナ

y
v
y
v
は
一
入

入
O
年
に
此
の
家
産
法
を
評
し
て
日
〈
、
家
産
法
は
今
や
園
有
地
の
所
有
棋
を
獲
得
す
る
有
効
な
る
方
法
ご
な
っ

第
二
十
一
巻
二
第
一
一
二
揖
一
一
九
)

U~ 

-!: 

詑
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農
政
よ
よ
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る
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設

苑

農
政
上
よ
り
且
た
る
家
産
制
度

第
二
十
一
審

(
耐
時
三
税
一
ニ

O
)

四

J、

た
。
家
産
品
情
は
飯
に
十
八
ヶ
年
の
試
練
を
経
て
ゐ
る
Q

而
L
て
此
の
法
律
は
約
八
十
年
間
に
一
旦
る
土
地
政
策
の
結

晶
で
ゐ
品
。
叉
之
は
合
衆
闘
が
園
有
地
を
獲
得
し
て
以
来
、
殆
ん
ど
百
年
に
亘
る
期
間
中
に
於
り
る
園
有
地
に
閲

す
る
A

極
民
立
法
の
智
識
の
凝
固
で
ゐ
る
。
此
の
法
律
は
政
府
を
保
護
し
、
各
州
に
家
族
を
充
た

L
‘
村
落
を
建
設

L
、
岡
有
地
占
有
者
に
小
阪
城
の
土
地
所
有
機
を
賦
輿
し
、
以
て
枇
曾
的
不
秩
序
の
機
曾
を
減
少
す
る
。
之
は
宅

も
他
図
の
制
度
の
模
倣
で
は
な
〈
、
合
衆
岡
山
り
獅
創
で
あ
っ

T
、
之
が
創
定
者
の
記
念
物
で
あ
る
正
副
併
し
か
、

る
法
律
の
主
眼
正
せ
る
目
的
は
、
不
幸
に
し
て
一
部
分
失
は
る
、
に
至
っ
た
。
之
は
土
地
投
機
者
が
合
衆
国
の
各

地
方
の
土
地
局
に
詐
備
的
交
付
を
申
請
し
て
、
大
地
域

ω土
地
を
獲
得
す
る
を
得
た
か
ら
で
ゐ
っ
た
。
一
八
人
六

年
の
官
臆
掛
告
に
よ
る
も
、
家
康
法
に
依
る
交
付
地
の
約
四
割
は
詐
俄
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
凶

一
方
に
於
て
は
.
か
、
る
閥
有
地
の
詐
偽
的
交
付
を
防
遇
す
る
ピ
共
仁
、
他
方
に
於
て
異
質
の
移
民
者
に
よ
る

士
地
獲
得
を
容
易
な
ら
し
む
る
た
め
、
一
入
六
二
年
以
来
麗
々
行
は
れ
た
る
家
産
法
の
修
正
が
、
一
八
九
一
年
じ

確
定
さ
れ
、
合
衆
岡
家
産
法

(
5
0
H
V
巳
円
丘
団

E
R
E
C
E
2
H包

FE)
ご
し
て
畿
布
き
晶
、
に
至
っ
た
o

依
之

移
民
者
は
強
め
規
定
さ
れ
た
る
小
額
的
債
格
を
支
椀
ふ
こ
さ
に
依

τ、
闘
有
地
交
付
後
、
十
四
ヶ
月
を
厩
渇
す
る

時
は
、
共
の
土
地
の
所
有
権
が
賦
興
さ
る
、
に
至
h
、
又
通
骨
同
の
届
出
を
潟
す
ピ
き
は
‘
通
常
の
五
ケ
九
年
の
猶
暗
闇

期
聞
に
於
て
、
一
ヶ
年
を
越
ね
ぎ
る
居
住
の
中
断
に
依

τ、
特
許
紋
下
付
の
権
利
を
失
は
ま
る
に
至
っ
た
。
他
方

土
地
投
機
者
仁
依
る
法
律
の
詐
偽
的
回
避
を
阻
止
す
る
た
め
、
各
闘
有
地
交
付
出
願
者
に
課
す
る
宣
誓
の
方
式
を

厳
格
に

L
、
出
劇
者
は
企
業
者
会
同
の
代
理
人
化
、
.
さ
る
こ
ピ
、
闘
有
地
獲
得
後
第
三
者
に
譲
渡
す
る
も
の
に
非

ゴ
る
旨
を
一
一
層
厳
重
仁
誓
約
せ

L
む
る
に
至
勺
穴
叫

i'I 
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、.Jい
合
衆
園
家
憲
法
の
効
果
。
此
の
家
産
訟
は
康
大
な
る
固
有
地
の
分
配
及
び
移
住
に
際
し
て
、
大
資
本
家

ω国

有
地
獲
得
を
全
然
排
除
す
る
を
待
な
か
っ
た
が
、
併
L
少
な
〈
正
も
彼
等
資
本
家
を
[
τ
暴
威
を
振
ふ
を
得
ざ
ら

し
め
、
大
に
定
住
農
民
の
利
盆
を
増
進
L
た
。
ゼ
!
?
ン
グ
の
云
ふ
如
〈
、
此
の
家
産
法
は
北
米
の
歴
史
に
最
も

重
要
な
る
一
時
機
を
劃
せ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
幾
百
高
エ

1
カ
の
園
布
地
は
此
の
法
律
に
嫁

τ下
付
苫
れ
た
。
北

米
合
衆
闘
の
西
部
の
迅
速
な
る
畿
展
は
、
此
の
家
産
法
ピ
繊
道
網
の
完
成
正
に
基
〈
も
の
で
あ
る
凶
郎
ち
一
入
六

二
年
よ
り
一
入
九
一
年
に
至
る
期
間
内
に
、
此
の
家
康
法
に
依

τ約
百
高
の
移
民
は
、
約
」
億
三
千
高
子
1
カ
の

土
地
を
獲
得
し
た
。
又
」
八
九
六
年
乃
至
一
九

O
三
年
に
亘
る
期
間
に
交
付
吉
れ

L
岡
有
地
は
、
約
七
百
八
十
高

盟

Z
1
カ
仁
及
ん
で
ゐ
品
。
要
之
一
八
六
二
年
の
合
衆
岡
家
産
法
は
植
民
政
策
の
同
的
に
出
で
た
る
も
の
で
あ
っ

て
、
低
廉
な
る
債
格
を
以
て
閥
有
地
を
移
民
者
に
交
付
せ
る
も
の
で
あ
る
。
唯
家
産
制
度
の
特
徴
正
し
て
は
家
産

設
定
前
の
負
債
に
封

t
、
差
押
を
苑
除
す
る
に
過
ぎ
な
い
v
o

勾〆

仙

J
Z

E
Q
U
 

S

0

 

1
浩
革
。
伎
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
北
米
合
衆
国
の
各
州
の
家
産
法
は
、
住
家
、
一
定
地
域
の
農
地
及
び
二
迂
の
動

O
札

産
を
特
別
財
産
宣
し
て
整
記
仁
、
以
て
債
槌
者
の
追
訴
外
に
置
き
、
定
住
農
民
を
保
護
す
る
制
度
で
あ
る
。
而
L

一一い

て
炉
、
る
家
産
法
は
一
入
三
九
年
一
月
二
六
日
ア
キ
サ
且
共
和
闘
に
於

τ俊
布
さ
れ
た
る
主
鴨
矢
ご
す
る
。
此
の
吋
川

家
産
法
の
目
的
t
寸
る
所
は
主
ご
し
て
定
住
農
民
の
保
護
で
は
あ
る
が
、
此
の
家
屋
法
の
後
布
を
促
し
た
る
直
接

n
目
白

の
動
因
は
、
一
人
三
七
年
乃
至
三
九
年
に
亘
る
一
般
的
経
済
恐
慌
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。

各

州

の

家

産

法

7
4
ヤ

1
は
7
キ
サ
ス
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苑

三世

農
政
上
よ
り
且
た
る
家
産
制
度

第
二
十
一
巻

{
第
一
一
一
規
一
二
三

凹

O 

家
産
法
の
謙
布
仁
就

τ突
の
如
〈
説
明
し
て
ぬ
る
。
日
〈
メ
キ
N
V

ヨ
は
一
入
二
九
年
に
凡

τの
奴
隷
そ
解
放
ゼ
ん

正
決
心
し
た
。
常
時
メ
キ
V

コ
の
一
一
周
慌
で
ゐ
っ
た
一
プ
キ
サ
ス
は
之
に
反
掛
L
τ

一
入
三
六
年
に
濁
立
を
宣
言
し

た
。
一
入
三
七
年
乃
至
三
九
年
の
純
憐
恐
慌
に
際
L
、
合
永
岡
両
部
議
州
仁
於
げ
る
多
数
の
農
民
は
破
産
し
た
。

彼
等
破
産
農
民
の
一
部
分
は
奴
隷
を
件
ひ
ア
キ
す
ス
へ
ど
逃
れ
来
っ
た
。

-
-
2
1
ヨ
1
b
y
、
ポ
λ

ト
ン
、
フ
ラ
J
7

U
F

フ
ァ
イ
ア

1
等
の
債
権
者
は
、
彼
等
逃
口
農
民
を
追
訴
す
る
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
屡
々
差
抑
を
行
ふ
た
。
従

て
逃
れ
来
れ
る
農
民
は
其
の
土
地
及
び
奴
隷
に
就
て
充
分
な
る
保
詑
を
有
せ
な
か
っ
た
。
従
て
一
ア
キ
す
1

政
府
は

此
等
の
伺
低
め
る
移
住
者
を
保
護
せ
ん
が
縛
時
、
一
入
三
九
年
に
最
初
の
家
産
法
密
接
布
せ
る
も
の
で
あ
る
ξ
叫

然
る
に
ピ
ユ
ロ

1
は
家
産
法
の
後
生
十
純
済
的
に
一
一
暦
明
白
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
彼
の
調
ム
所
に
よ
れ
ば
テ
キ
サ

ス
の
家
産
法
縫
布
は
賞
時
の
恐
る
べ
き
純
糖
恐
慌
に
碁
〈
も
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
恐
慌
が
殊
に
暴
威
を
逗
ふ

せ
る
は
、
移
民
岩
が
獲
得
せ
る
土
地
を
開
墾
す
る
に
多
〈
の
資
金
を
必
要
吉
せ
る
ご
、
彼
等
移
民
者
が
全
然
犯
人

の
資
本
家
に
依
頼
せ
る
ご
に
基
(
も
の
で
あ
る
。
然
か
も
借
入
資
本
は
甚
だ
高
利
に
し
て
、
其
の
調
達
は
困
難
で

あ
っ
た
。
か
、
る
私
人
の
資
本
に
謝
す
る
需
要
が
大
で
あ
っ
た
ニ
E
よ
・
り
し
て
、
都
品
目
の
住
民
が
享
受
す
る
が
如

き
、
低
安
に
し
て
且
つ
安
全
な
る
信
用
を
農
民
に
奥
ム
る
が
如
き
・
農
業
事
情
に
迫
感
せ
る
信
用
機
関
が
快
知
せ

る
を
知
h
得
る
で
あ
ら
う
。
農
民
は
借
入
資
金
を
何
時
に

τも
解
約
さ
る
、
が
如
き
不
利
な
る
傑
件
を
以
て
借
入

れ
Y
る
を
得
な
か
っ
た
。
普
通
の
場
合
に
は
之
は
甚

rし
〈
困
難
で
は
な
か
っ
た
。
若

L
債
務
が
解
約
百
る
、
ご

も
、
よ
b
不
利
な
る
傑
件
を
忍
ぶ
な
ら
ば
‘
仙
の
資
本
家
か
ら
借

h
得
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
恐
慌
時
に
於

τ

は
、
其
の
困
難
は
克
服

L
難
き
も
の
で
あ
る
。
負
債
を
被
れ
る
農
民
は
弊
携
を
要
求
さ
れ
た
。
併
し
如
何
な
る
犠

dl 
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牲
を
梯
ふ
も
、
他
の
資
本
家
全
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
o

農
民
は
困
窮
し
て
、
再
び
無
産
者
ピ
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
又
炉
、
る
事
情
は
債
権
者
に
も
有
利
で
は
な
か
っ
た
。
蓋
し
一
般
的
金
融
通
迫
の
折
に
は
、
所
有
地

は
投
資
償
機
を
以

τ競
寅
き
る
、
が
ら
で
ゐ
る
o

而
し
て
此
の
際
重
要
調
す
吋
き
勅
は
、
か
、
る
不
健
全
な
る
事

情
は
守
込
も
農
民

ω責
任
に
師
す
べ
か
ら

F
る
ニ
ご
で
あ
る
。
彼
等
は
支
梯
不
飽
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
負
債
を

支
梯
ひ
得
た
の
で
ゐ
っ
た
。
彼
等
の
浸
落
は
自
己
の
怠
慢
又
は
濫
費
に
基
〈
も
の
下
は
な
い
。
叉
農
業
牧
盆
の
低

下
に
も
基
く
も
の
で
は
な
〈
寧
ろ
栃
端
に
迄
行
は
る
、
投
機
に
基
(
も
の
で
あ
っ
た
。
従
て
か
、
る
回
蹄
的
な
る

恐
慌
含
無
害
な
ら
し
め
・
縦
畿
地
の
最
小
限
度
を
し
て
破
産
を
兎
れ

L
む
る
こ
ご
が
問
題
ピ
な
っ
た
。
而
L
て
綾

告
の
百
小
限
度
の
差
押
弛
除
は
、
恐
慌
時
に
際

L
土
地
の
耕
作
及
び
開
拓
を
保
護
す
る
有
効
な
る
手
段
ご
考
へ
も

れ
た
o

斯
る
動
機
よ
ち
し
て
ア
キ
サ
ス
共
和
簡
は
一
八
三
九
年
一
月
二
六
日
の
家
産
法
を
会
布
し
た
。

此
の
家
産
法
に
懐
h
、
テ
キ
寸
ス
市
民
又
は
家
長
た
る
者
は
三
五

O
Z
1
カ
(
筏
に
は
二
五

O
ェ
l
カ
に
減
や

ら
る
)
を
越
ね
ぎ
る
農
地
、
者
L

(
ば
住
家
叉
は
改
良
を
包
合
す
る
都
市
川
り
宅
地
に
し
て
五

O
O弗
の
債
格
を
越

h
F
る
も
の
、
何
れ
か
uv
差
押
を
見
除
さ
れ
る
。
右
の
外
二
百
弗
の
債
格
を
越
b
ざ
る
家
具
、
五

O
弗
を
越
b
y

る
農
業
及
び
債
務
者
の
職
業
に
必
要
訣
(
ぺ
か
ら
ざ
る
手
工
用
具
が
差
押
を
免
除
さ
る
、
に
至
っ
た
日

此
の
法
律
ゆ
根
本
思
怨
は
直
も
に
北
部
小
農
民
に
傍
波
宮
れ
、
家
康
法
後
布
が
要
求
Z
れ
る
に
至
り
、
漸
次
北

部
諸
州
じ
於
て
も
家
産
法
が
脇
田
布
き
る
、
に
至
っ
た
。
か
、
る
家
康
法
は
本
来
の
厳
格
な
る
破
産
法
的
緩
和
を
目

的
ご
す
る
立
訟
の
一
部
分
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
・
営
時
数
州
の
憲
法
ド
懐
り
必
要
な
る
生
活
の
享
受
を

保
障
さ
品
、
債
務
者
の
特
権
が
宣
言
さ
る
、
に
至
っ
た
。
南
北
戦
守
は
南
部
諸
州
に
於
け
る
家
産
法
運
動
を
促
進

苑

説

農
政
上
よ
り
且
た
る
家
産
制
度
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詑一

農
政
土
上
り
且
た
る
家
産
制
度

停
二
十
一
巻

苑

制

上
た
o

多
政

ω農
民
は
戦
乱
の
結
果
綴
済
的
に
破
壊
さ
れ
、
か
〈
て
彼
等
は
家
康
法
を
要
求
す
る
に
至
。
化
。
か

f
て
南
北
諸
州
も
漸
次
同
制
度
を
布
き
、
今
日
に
於
て
は
会
園
川
十
四
州
中
之
を
見

F
る
は
僅
か
数
州
ゐ
る
の
み

で
ゐ
る
。
右
の
事
情
以
外
に
家
産
法
が
か
く
迅
速
に
全
国
に
亘
h
普
及
す
る
に
至
れ
る
は
、
婦
人
を
保
護
せ
ん
ご

の
考
慮
に
基
〈
ゃ
う
で
あ
る
o

蓋
し
欧
洲
に
於
て
は
妻
は
家
族
内
に
於
て
一
定
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
ご
を
認
め

ら
る
、
に
依

τ保
障
さ
れ
た
る
も
、
蛍
時
の
米
闘
に
於
て
は
多
〈
の
場
合
、
妻
は
回
有
財
産
を
有
せ
中
、
恨
令
之

を
有
す
る
も
夫
の
自
由
蕗
分
に
委
せ
ら
れ
た
o
従
て
夫
の
負
債

ω一
た
め
妻
の
財
産
も
差
押
へ
ら
れ
、
除
頭
に
唱
曲
ム

二
正
も
雌
々
あ
っ
た
叩
従
て
夫
の
渚
技
か
ら
家
族
を
保
護
せ
ん
ぜ
の
動
機
も
幾
分
之
を
認
h

げ
る
こ
正
が
山
来
る
。

併
し
家
康
訟
が
斯
の
如
〈
急
速
に
諸
州
に
普
及
せ
る
は
、
右
の
事
情
以
外
仁
各
政
黛
が
其
の
綱
筒
巾
に
家
産
法
採

用

ω標
語
ケ
掲
げ
、
以
T
越
感
民
の
歓
心
を
買
は
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
U

F

Y

ベ
ル
グ
は
一
プ
キ
ヲ
λ

家
産

訟
が
か
〈
迅
速
に
一
般
的
に
普
及
せ
る
は
、
各
政
擦
の
黛
策
に
基
〈
も
の
で
あ
る
ご
考
ふ
る
も
、
繰
り
で
は
な
い

個
却

さ
苫
へ
断
言
し
て
ゐ
る
。

引
っ
各
州
に
於
け
る
家
産
法
の
内
容
。
各
州
の
家
産
法
は
農
村
及
び
都
市
の
一
定
面
積
の
土
地
並
に
一
定
の
動
産

を
家
産
ご
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
家
産
の
最
高
限
度
は
次
表
に
示
す
如
〈
、
或
は
面
積
に
依
て
規
定
す
る
州

あ
b
、
或
は
償
額
全
以
す
る
州
ゐ
h

リ
、
若
し
(
ば
雨
者
の
組
合
せ
に
よ
b
規
定
す
る
場
合
も
あ
る
。
而
L
て
差
抑

苑
除
の
特
棋
は
法
定
の
規
定
に
基

ντ
常
然
俊
生
す
る
や
う
規
定
す
る
(
強
制
主
義
)
州
ゐ
hJ
、
設
は
斯
る
特
総
説
明

生

ω依
件

Z
L
て
目
釘
抽
叫
じ
務
記
す
る
を
要
す
る
旨
規
定
す
る
(
任
意
設
定
主
義
)
州
も
あ
る
o

凡

τ斯
る
特
権
以
各

個
人
を
保
誰
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
家
族
生
活
を
保
護
す
る
に
在
る
を
以
て
、
多
数
の
州
に
於

τは
、
右
の
特
叫
怖
を

2
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享
有
す
る
者
は
家
長
た
る
宵
ぞ
規
定
し
て
ゐ
る
o

議
に
山
部
長
吉
一
五
ム
は
妻
、
子
供
其
他
近
親
者
又
は
被
後
見
人
を

保
護
す
吋
き
責
任
ゐ
る
者
を
調
ム
。
家
産
の
免
除
特
権
は
家
長
の
生
存
中
継
続
L
、
其
の
死
後
配
偶
者
に
移
b
、

雨
親

ω死
後
に
於

τは
最
小
の
子
供
が
成
年
に
遺
す
る
ま
で
糠
続
す
る
o

叉
家
産
ど
し
て
差
押
を
弛
除
き
る
、
不

動
遜
及
び
動
産
に
は
、
一
定
の
段
高
限
度
が
法
律
に
捺
て
規
定
吉
る
、
を
以
て
、
此
の
最
高
限
度
を
越
ゆ
る
不
動

産
所
有
者
は
、
家
産
台
他
の
不
動
産
よ
り
明
白
に
隔
別
す
る
を
必
要
正
す
る
。
之
は
骨
骨
記
の
場
合
に
於
て
家
産
設

定
着
が
な
す
べ
き
を
規
定
す
る
州
あ
ち
、
叉
差
抑
の
申
請
に
際
し
て
、
家
康
所
有
者
が
之
を
遺
揮
す
る
ニ
正
ゐ

。
、
叉
特
別
の
審
査
委
員
に
依

τ矯
古
る
、
州
も
あ
る
。
此
の
際
不
動
産
を
自
然
分
割
寸
る
を
待
す
、
従
て
免
除

さ
る
、
家
産
を
越
ゆ
る
過
剰
が
別
仰
に
差
押
へ
得
F
る
場
合
に
は
、
全
部
が
競
資
さ
れ
、
第
一
に
家
康
所
有
者
に

は
法
律
に
依

τ品
目
除
草
る
、
部
分
が
交
付
古
れ
る
。
但
し
家
庭
所
有
者
の
全
財
産
の
評
価
問
額
が
、
法
作
上
苑
除
さ

る
、
一
償
絡
仁
述
せ
な
い
か
、
又
は
競
由
民
に
於
り
る
指
備
が
兎
除
額
以
下
な
る
場
合
に
は
、
家
産
は
市
民
却
さ
れ
な

い
。
叉
家
岸
所
有
者
が
一
定
期
間
内
に
兎
除
額
を
越
ゆ
る
静
岡
悶
額
を
支
梯
ふ
こ
ピ
に
依
て
、
全
財
産
の
競
買
が
中

止
き
る
、
ゃ
う
規
定
す
る
州
も
あ
る
。

各
州
に
於
り
る
家
康
の
差
押
兎
除
推
は
決
し
て
絶
掛
的
の
も
の
で
は
な
〈
左
の
例
外
が
あ
る
。
イ
家
庭
設
定
前

に
契
約
さ
れ
た
る
債
務
に
相
到
し

τは
、
差
抑
見
除
械
を
有
せ
な
レ
。
但
L
-プ
キ
サ
旦
州
の
み
は
例
外
に

L
て
家
産

設
定
前
の
負
債
に
劉

L
て
も
兎
除
さ
れ
る
o

此
の
貼
が
各
州
中
部
屋
法
正
、
先
に
逓
べ
た
る
合
衆
国
家
産
法
正
の
相

違
の
勅
に
し
て
、
同
者
は
正
反
謝
で
あ
る
。
郎
も
作
者
に
於
て
は
家
康
設
定
前
の
負
債
に
謝
し
て
差
押
が
品
目
除
さ

る
、
の
み
で
あ
る
o

ロ
家
産
の
購
入
叉
は
某
の
改
良
の
た
め
要
せ
し
資
金
、
家
産
に
道
具
其
他
論
材
料
を
供
給
せ

由
民
政
上
よ
リ
見
た
る
家
産
制
度

詑

施

“ 、l

第
二
十
一
審

(
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三
抗
一
二
五
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苑

詑

農
崎
上
よ
り
且
た
る
夜
産
制
度

第
二
十
一
巻

(
第
三
腕
一
二
六
)

~g 

i'<I 

る
手
工
鴻
者
り
留
置
一
催
、

R
A
ぴ
家
産
に
勢
倒
を
加
へ
た
る
霊
園
諦
求
者
り
債
権
に
岨
到
し
て
は
、
差
抑
を
見
除
き
れ

な
い
い
ト
家
産
設
定
後
一
配
偶
者

ω同
意
を
得
て
家
産
上
に
設
定
せ
る
抵
常
債
務
に
謝
し

τは
差
押
を
兎
除
き
れ
な

い
。
い
租
税
の
滞
納
、
其
他
接
伴
上
の
不
法
行
柏
崎
叉
は
過
失
に
基
C
罰
金
、
科
料
又
は
損
害
賠
償
に
劃
し
て
は
、

差
押
を
免
除
さ
れ
な
い
二

d 
i九

真
に
家
庭
設
定
の
僚
件

Z
L
τ
は
、
設
定
申
請
者
が
家
長
た
る
を
要
す
る
以
外
に
、
設
定
者
が
家
産
仁
居
住

L
、
且
之
を
頼
替
す
る
を
必
要
己
す
る
。
従

τ何
人
も
一
伽
以
上
の
家
産
を
所
有
す
る
を
得
な
い
。
家
康
の
厳

止
、
家
産
の
全
部
叉
は
一
部
分
の
頁
却
、
並
に
家
康
上
に
抵
蛍
縫
合
設
定
す
る
際
ト
い
は
、
配
偶
者

ω同
意
を
必
要

ピ
L
、
妻
の
死
後
、
未
成
年
の
子
女
あ
る
場
合
に
は
官
腐
の
許
可
を
必
要
と
す
る
出

今
各
州
家
産
訟
に
織
る
家
産
の
最
高
限
度
及
び
共
の
他
特
殊
の
貼
eT
掲
「
れ
ば
左
表
の
如
〈
で
め
る
叫

車
産
自
最
尚
限
度

州

名

都
市
宅
地

、
.•. 

，a，‘、
f
a
E.... ，，
 

而
鶴
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部
二
十
一
聾

』
本
相
叫
に
於
て
は
華
民
は
E
千
棒
、
各
家
接
は
一
千
舟

-
E越
位
ぎ
る
不
動
産
量
車
産
と
な
L
得
る
。

F町〆ーー、 ，司睡~ー、

迄本れ長各
。山{ もに家
に家あ昆
占舟産ら、
てをざ未
は設る成
家花子年
長 L女/f
は千与を互
主主 る保は
千 。謹嶋
弛醐す龍
、産"力
各位責省
家一任白
族千あ後
は州る見
一塩省入
千。は、

;Jl 1'1家

-んa・司、 r--'-、
れi地宇本ず也事
るのエ州 、ll'li
ロタ十 lに大債に
性カ於冒務於
家にて弗者て
叫 Lは起はは
外て良員長国i雌
白玉地押庫格
純百はをたな
皆;Jl同兜るる
家白|ぜとZ豊
島個ェら不品
位崎 l る動。
三世ヵ ・産家
宵越、 た産
弗但郁 る法
迄伴lfj" とが
免な宅 をな
陥いJ也 問い
さ Q!.;t ま。

『
字
削
に
於
で
は
家
屋
、
究
又
は
母
を
有
す
る
者
、
其

}
他
保
護
す
べ
き
家
族
量
有
す
る
も
由
は
、
不
動
車
た

}
る
と
劃
産
た
る
と
を
問
は
ず
、
二
千
弗
一
阜
、
克
酷
さ

戸
れ
る
。
但

L
農
地
は
百
穴
千
エ
』
カ
以
内
と
す
る
@

F‘・~、
兎た本

ぜる州
ιuご
る不は
。動家

産産
たt去
るが
とな
をル、
問。

は但
ずし
、会

下j"fj責
弗助
基者
差は
押酬
を産

(
第
=
一
規
一
二
七
}

四

五
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農
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a
h
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面
積
を
一
市
す

γ タ

J ，、
O 

F、
O 

ター

一
六

C

占，、
Cヲ

ダ

都
市
宅
地

、.，
z
f
、PEt--d

面
積
又
は
倒
椅

~q 
O 

一
五
0
0
弟

入

O 

都
市
宅
地

三
0
0
0持

-

T

担

c
n弗

1

一4
L
l
カ

相
近
接
せ

る
こ
地
域

二
五

0
0
弗

ニ
0
0
0
殉

E
O
O
の
弗

五

C
C弗

-
0
0
0弗

一0
0
0
弗

ニ
c
o
n弗

第
二
十
一
巻

(
捗
三
抗

J、
) 

回
二
六

庫

考

(
面
秘
は
品

1
カ
を
、
倒
格
は
弗
を
示
す
)

側『
都
市
山
宅
地
吐
場
所
に
悼
て
持
っ
て
ゐ
る
。
人
口
五

{
千
以
下
由
町
村
内
に
て
は
1
5
Z
1
カ
と
す
る
。

(
農
地
は
{
大
O
品
1
カ
迄
に
し
て
、
従
物
た
る
動
産

-
A
V
不
動
産
を
合
せ
て
二
千
弗
山
倒
絡
を
越
ゆ
る
を

F

仰
な
い
£

--司圃圃-、-・岡田ーー-守、
を 112平いる純百m~
得"仲Jjof:叫噛I也
な以なロ人f~J上をは
旬、内V 少日ず山越
。。 。ド ~q 、4崎市ゆプご
E主人口高lt脅るの
地日下叫白にを L

に一山 Fl伺於待 1
LH' !i:-~mてなカ
て川地高liはい車
、下にはニ 1- 、
一心 LI一千A都m.
千村ての，t~Iilti L 
E搭一割iを}.i由民
百 l'千市越ロ宅情
弗泡干五にゆッJ血絡
をて胃てるドはは
誼H弗はをを人一
ゆ五を丘持越口千
る~越十なゆ四五

内山4λ~，"，.:伊、，.片付

ーと"堕
す沼地
る以は
。内

ての、
三

{耳 l
M千カ
は、

j'ぜ4町
~I.-"ilj 
も宅
二 i也
千は
貰四
百分
弗白
j:J.一一
下五

『
都
市
に
於
て
は
相
近
接
せ
る
ニ
個
の
宅
地
を
越
び
得

{
る
も
、
=
千
拍
U
倒
栴
を
越
ゆ
る
よ
叫
聞
な
い
。
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凸
γ
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ロ
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ム
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オ

ク

ラ

ホ
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オ

レ

コ

ペ
ン
シ
ル
バ
品
ア

サ
ウ

λ
‘
.
ヵ
ロ
リ
ナ

サ
ウ
ス
、
ダ
コ
タ

ア

ン

字

ツ

シ

'

ア

キ

サ

グ

ア

毛

ン

ト

ず

ア

ジ

ヲ

V

ン

ト

ン

ウ
守
山
ス
ト
、
ず
ア

ジ
-
一
ア
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農
政
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よ
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た
る
家
産
制
出
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一
式

O

オ

一
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O
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，、。大
C 

ス
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ダア

ニェ

1
4
N
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;0 

ニ
の
エ

t
力

よE

;0 

五
の
0
0弗

一0
0
0
殉

一0
0
0
弗

E
O
の
の
弗

一0
0
0
弗

一
一
向
。
。
弗

-
o
o
n殉

五

o
o
n弗

一0
0
0
帰

(
一

o
n
n県

山

五

O
の
岬

F
=
E
ο
弗

五

O
O
弗

一O
の
O
亦

一0
0
0弗

4
1
1
F
;
 五

O
O
A坤

=一
o
n抽

二

0
0
0弗

ニ
O
O弗

第
二
十
一
魯

~、 ーーへー司~、

L農兎不がり佳
て地せ'iliJJな、宅
何日ら産 V之が
れー ιは 。に設
も六るー 肘損
五o 千住ぜ
千五 9~ せる
弗 l 誼ざ場
をJ旬 、 る骨
越、産 もに
ゆ屯助藍は
る地は押、
をは五免-
{1;二 O 除ケ
な o 描年
い l 仰をιA
0;0畠失曲

以差ふ!プ
下押こι
にをとF昆

「
本
町
に
於
て
は
八

O
孟

l
ヵ
山
農
地
位
に
佐
一
訴
は
之

Ft措
叫
に
附
す
る
を
組
封
に
鈴
じ
て
ゐ
る
。

『
般
格
に
一
五
へ
ば
家
措
法
が
な
い
。
唯
一
一
一
首
弗
以
下
由

戸
動
産
主
は
不
動
産
計
差
押
を
兎
除
さ
れ
る
。

『
農
地
一
六

O
ェ
1
力
叫
向
、
宅
地
は
一
エ

1
均
以
内

斗
に
し
て
、
倒
絡
は
何
れ
も
五
千
弗
を
越
ゆ
る
を
剖
押
な

，L
V
 

』
家
民
は
一
千
帰
也
、
裂
は
五
百
品
、
子
供
は
ユ
百
五

F

十
弗
迄
白
不
動
産
を
夫
々
兜
除
さ
れ
る
U

『
戸
主
又
は
家
畳
は
、
動
直
た
る
ム
」
不
動
産
た
る
・
と
を

戸
問
は
ず
、
二
千
弗
迄
差
押
正
兜
除
さ
れ
る

-
r
p
動
産
は
一
千
鼎
ム
革
、
励
庄
は
二
百
措
迄
差
押
を
克

-
草
さ
れ
る

(
第
三
雄
一
二
九
)

四
二
七

h
h
-ハ

Tfnu肘
い
川
崎
U
h
h
f
u
l
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宛

農
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よ
よ
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見
た
る
家
産
制
度

設

崖

世H

考

(
面
甜
は
ェ

1
カ

E
、
倒
特
は
弗

E
承
す

師、
積『都
3<l市
はi宅
f蝿¥!血
持J

州

名

農

地
、，，，〉
a.
，EJ

面
積
を
示
す

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ツ

四
O 

ー一
4
ェ
l
カ

ワ

イ

J

4

S

Y

一
六

C

一五

0
0弗

一
五

C
O弗

『
農
地
は
一
六
O
L
1
ヵ
M
内
に
し
と
一
千
百
官
弗
を

F

越
ゆ
る
を
得
な
い
。

川
各
州
家
産
法
の
効
果
。
各
州
家
康
法
の
艇
憐
上
並
に
枇
曾
上
に
及
ぼ
せ
る
効
果
に
就

τ、
最
も
誇
張
の
報
告

を
な
せ
る
者
は
、

7

イ
ヤ

1
で
ゐ
る
o

彼
は
云
ふ
ゃ
う
、
此
の
家
産
訟
は
農
民
ご
農
地
ご
の
結
合
を
復
活
せ

L
め

た
。
:
・
:
・
而

L
て
一
入
三

O
年
乃
至
五
五
年
に
於

τ枇
曾
主
義
者
及
び
共
産
主
義
者
が
、
合
衆
閣
の
枇
品
開
扶
態

(
註
一
)

金
制
租
へ
古
ん
ど
計
査
Lhι
。
若
L
此
の
計
査
に

L
て
杢
然
失
敗
に
終
っ
た
ご
す
る
な
ら
ば
、
こ
は
家
族
仁
土
地
を

締
保
せ
し
め
、
農
業
の
繁
柴
ピ
農
民
の
増
加
ご
を
蹴
L
た
る
覚
大
な
る
家
官
耳
目
除
法
に
基
〈
も
の
で
あ
る
。
一
度

品
目
生
せ
る
農
地
は
、
債
権
者
に
依
て
再
び
破
壊
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
ご
引
兎
に
日

f
米
国
の
農
民
は
信
用
飽
カ

な
き
者
で
あ
る
か
。
否
決
し
て
然
ら
宇
o

彼
等
は
謝
入
信
用
能
力
を
有
す
る
貼
に
於
て
英
吉
利
の
農
業
企
業
的
小

作
人
己
同
様
で
あ
る
。
彼
等
は
封
入
信
則
を
利
用
し
、
一
雄
々
日
怖
の
貯
蓄
を
利
用
し
、
凶
作
不
幸
な
る
場
合
に
於

τも
之
を
利
用
し
た
ご
一
五
つ
て
ゐ
る
叫
マ
イ

γ
!
の
一
五
ふ
如
(
、
家
産
法
は
一
度
品
目
生
せ
る
農
地
を
し
て
償
樺
者

に
よ
っ
て
破
壊
せ

L
め
5
る
や
う
充
分
に
防
止
し
た
か
。
叉
彼
の
云
ふ
如
〈
米
国
農
民
は
家
産
法
に
よ
っ

τ信
用

能
力
を
害
せ
ら
れ
す
、
よ
〈
充
分
な
る
封
入
信
用
を
利
用
し
た
で
ゐ
ら
う
か
。

各
州
の
家
産
法
は
マ
イ
ャ

I
の
考
ふ
る
如
(
、
家
産
設
定
者
を
、
運
命
の
波
落
h
r
A
b
保
護
す
る
仁
充
分
な
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
之
は
各
川
家
産
法
の
法
律
的
構
成
よ
b
す
る
も
、
推
知
L
得
る
所
で
あ
る
。
此
等

ω家
出
血
法

31) Meye了 Heimstλtlen-und andere ¥V川 hschaftsgesclze.S. 387. 
32) Meyer， a. a. O. 5・406
註ー) 滋に此脅主義者云々といふは、 所調空想的最上官主義者たるフリエー主義者
>>.11'オウエン一蹴が米同に五時て共庫村を立てたるを窟時するも白て'あって
此の一事よりするも家産訟。剖呆に望者するマイヤーの誇叫が時推察さる L
てあらう。



は
凡
て
の
負
債
に
封
し
て
差
押
を
兎
除
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
皐
に
封
入
信
用
に
調
L
て
の
み
差
押
を
免
除
す
る

に
止
る
か
ら
で
ゐ
る
。
聞
も
妻
の
同
意
を
得
て
家
庭
上
に
設
定
せ
る
挺
首
負
債
に
掛

L
て
は
、
針
抗
L
得
ざ
る
も

の
で
あ
る
o
勿
論
抵
嘗
債
務
に
は
妻
の
同
意
を
必
要
ご
す
る
b
、
妻
は
夫
の
唖
卒
な
る
場
合
を
除
話
、
か
、
る
同

意
を
拒
絶
す
る
二
ピ
殆
ん
ど
無
き
を
以

τ、
斯
る
法
律
は
事
質
上
封
入
信
用
を
縮
少
せ

L
め
、
寧
ろ
劃
物
信
用

(
抵
常
信
用
)
の
燐
張
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
従

τ家
康
設
定
者
に

L
T
封
入
信
用
を
見
出

L
得
な
レ
か
、
若
[
〈

ば
偵
様
者
の
要
求
を
容
れ

τ抵
嘗
保
読
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
家
産
法
は
事
賞
上
多
〈
は
架
容
的

ωも
の
ご
な

り
終
る
の
で
あ
る
叫
勿
論
-
プ
キ
サ
ス
州
に
於
て
は
妻
の
同
意
の
有
無
に
拘
ら
守
家
産
を
抵
嘗
に
附
す
る
を
禁
止
す

る
も
、
併
し
か
、
る
抵
営
品
目
止
は
阪
に
久
し
〈
農
民
の
甚
だ
し
き
障
害
正
な
っ
て
ゐ
る
。
農
業
の
集
約
化
に
仲

ひ
、
ア
キ
サ
ー
に
於

τも
経
倍
信
用
に
制
到
す
る
需
要
を
増
加
せ
し
め
て
ゐ
る
。
商
人
に
し
て
信
用
を
以
て
農
民
に

農
共
及
び
肥
料
を
版
質
す
る
者
は
、
屡
々
動
産
質
ef
要
求
し
た
。
然
る
に
此
の
州
に
於

τは
牧
畜
の
一
一
奨
退
に
依

τ、枠骨
τは
封
入
信
用
に
謝
し
て
充
分
な
る
根
械
を
山
崎
へ
た
る
家
畜
の
減
少
を
粛
し
た
。
従
て
農
民
は
経
傍
信
用

を
必
要
己
す
る
場
合
に
は
、
牧
礎
物
を
青
田
の
催
質
入
れ
せ

F
る
を
得
さ
る
に
至
っ
た
。
而
L
て
か
、
る
質
物
の

不
安
定
な
る
た
め
利
息
も
極
め
て
高
い
も
の
で
ゐ
っ
た
。

其
の
他
の
州
に
つ
い
l

て
一
般
的
に
一
五
へ
ば
、
農
民
が
商
人
か
ら
農
具
、
肥
料
並
に
日
用
品
を
信
用
に
依
て
購
入

す
る
場
合
に
は
、
商
人
は
之
が
保
設
=
し
て
抵
常
時
宜
記
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
あ
る
特
殊
の
事
情
に
よ

っ
て
抵
嘗
保
鐙
を
要
求
[
得
な
い
商
人
は
、
差
押
兎
除
の
結
果
、
永
久
川
町
仁
貸
附
金
を
損
失
す
る
民
あ
る
を
以

dw 

て
、
信
用
貸
商
品
に
劉
ー
で
は
特
別
な
る
高
債
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
o

炉
、
る
弊
害
を
件
へ
る
結
果
、
家
康
設

畠
政
よ
よ
り
見
た
る
家
産
制
度

第
二
十
一
巷

語t

苑
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第
三
蹴
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農
政
上
よ
り
且
た
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家
産
制
度

第
二
十
一
巻

「
第
三
挽

四
三

O

定
が
任
意
主
義
に
依
る
場
合
に
は
家
康
設
定
の
務
記
は
極
め
て
稀
に
し
か
行
は
れ
な
か
っ
た
。
掬
仁
官
臆
報
告
に

云
へ
る
如
ノ
¥
家
産
設
定
者
に
手
り
て
は
、
此
の
法
律
に
擦
り
賦
奥
き
る
、
差
押
見
除
の
特
構
を
抽
業
せ
る
者
ド

ピ
h
て
よ
b
も
、
信
用
に
基
い
て
資
金
を
調
達
す
る
こ
ご
が
、

r
v困
難
で
ゐ
っ
た
か
ら
・
-
小
辛
に
際

L
て
信
用

資
金
調
達
の
路
合
害
せ
な
い
ご
望
む
者
は
、
家
産
設
定
の
樗
記
を
縛

τを
差
控
へ
た
の
で
ゐ
る
酬

U
A
ナ
イ
グ
ー
は

か
、
る
粗
雑
な
る
法
律
的
訓
練
を
経
て
ゐ
な
い
家
康
法
は
寧
ろ
有
害
な
る
も
の
で
ゐ
る
ご
苫
へ
主
張
し
て
ゐ
る
叩

要
之
各
州
の
家
産
法
は
農
民
を
保
護
す
る
よ
b
は
事
ろ
其
の
信
用
能
力
を
害
し
て
、
反

τ共
の
困
窮
を
脅
し
た
。

勿
論
前
借
紀
の
三
十
年
代
に
於
け
る
経
憐
的
恐
慌
に
際

L
て
は
農
民
を
保
議
す
る
効
果
を
有
し
た
で
あ
ら
う
が
、

恐
慌
が
過
ぎ
去
っ
た
時
代
に
は
殆
ん

E
効
果
な
き
も
の
で
あ
る
。

(
附
)
カ
ナ
ダ
の
家
産
法
。
北
米
合
衆
岡
仁
於
け
る
ご
岡
慌
に
、
カ
ナ
ダ
に
於

τも
家
康
法
は
、
一
方
に
於
て
は

移
民
定
住

ω目
的
の
た
め
岡
山
仰
地
の
分
配
仁
閥
L
、
他
方
に
於
て
は
家
屋
の
強
制
執
行
弘
除
に
閥
[
て
行
は
れ
て

ゐ
る
。
兎
除
古
る
べ
き
財
産
は
二
千
弗
乃
至
三
千
弗
で
ゐ
る
o

差
押
弛
除
は
慌
に
家
路
設
定
者
の
日
常
告
並
に
時
暗
記

を
必
要
正
す
る
o

家
産
の
貰
却
及
び
譲
渡
に
は
配
偶
者
り
同
意
を
必
要
ご

L
、
未
成
年
の
子
供
の
ゐ
る
場
合
に
は

官
腐
の
許
可
を
必
要
ご
す
る
。
此
の
家
庭
法
の
構
成
も
川
北
米
各
州
の
家
産
法
正
岡
慌
な
る
を
以
て
、
共
の
効
果
に

就
て
も
北
米
各
州
の
家
産
訟
の
効
果
以
上
に
は
出
な
い
凶
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37) 

、吋う中小戸川川一円

38) 


